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全
研
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
（
第
二
回
）

と
定
石
な
ど
に
つ
い
て
順
を
追
っ

て
説
明
。
兵
庫
同
友
会
で
使
用
し

て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
解
説
も

行
い
ま
し
た
。

　
講
義
の
後
は
、討
論
テ
ー
マ
「
あ

な
た
の
会
社
の
存
在
価
値
は
何
で

す
か
？
」
で
練
習
討
論
を
二
回
実

施
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
長
・
発

表
者
の
役
割
を
入
れ
替
え
な
が
ら

体
験
し
、
疑
問
に
つ
い
て
は
そ
の

都
度
、
稲
澤
氏
が
質
疑
応
答
で
答

え
ま
し
た
。

　
最
後
に
稲
澤
氏
は
そ
も
そ
も
例

会
の
目
的
と
は
何
か
に
触
れ
、「
経

営
者
の
体
験
報
告
に
学
び
、
グ
ル

ー
プ
討
論
で
気
づ
き
を
得
て
自
社

の
経
営
に
生
か
す
機
会
で
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
討
論
は
そ
の
重
要
な
一

部
。
グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
る
こ
と

で
よ
り
多
く
の
学
び
が
得
ら
れ
る
。

ぜ
ひ
今
日
の
学
び
を
実
践
し
て
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
の
第
三
回

は
十
月
十
四
日
、
経
営
者
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
〇
二
六
「
今
日
は
一
日
グ

ル
ー
プ
討
論
三
昧
」
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

�

（
o
）

　
八
月
二
十
一
日
、
岡
山
市
内
に
て

「
学
ん
で
実
践
！ 

経
営
者
の
能
力
を

磨
く
グ
ル
ー
プ
討
論
研
修
会
」
を

開
催
し
、
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
企
画
は
、
二
〇
二
七
年
二
月

開
催
の
第
五
十
七
回
全
研
に
向
け

た
グ
ル
ー
プ
長
学
習
会
の
第
二
回
に

あ
た
り
、
講
師
は
㈱Be M

agical 
Solutions

代
表
取
締
役
の
稲
澤
康

博
氏
（
兵
庫
同
友
会
）
が
務
め
ま
し

た
。

　
稲
澤
氏
は
、
兵
庫
同
友
会
で
グ
ル

ー
プ
長
研
修
や
座
長
研
修
、
例
会
づ

く
り
の
勉
強
会
な
ど
を
担
当
す
る

「
例
会
研
究
会
」
を
紹
介
。「
グ
ル
ー

プ
長
研
修
で
学
ぶ
の
は
、
知
っ
て
お

く
と
上
手
に
で
き
る
“
定
石
”
の
よ

う
な
も
の
」
と
説
明
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
グ
ル
ー
プ
討
論
は
「
問
題
提

起
と
な
る
報
告
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ

長
を
中
心
に
悩
み
や
課
題
を
掘
り

下
げ
、
自
社
に
ど
う
生
か
す
か
を
議

論
す
る
機
会
。
イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
な
が
ら
経
営

の
本
質
を
学
び
、『
あ
り
方
』
を
議

論
す
る
こ
と
が
目
的
」
と
伝
え
、
グ

ル
ー
プ
長
の
役
割
は
、
場
づ
く
り
と

進
行
、
討
論
の
核
心
を
見
つ
け
て
参

加
者
の
意
見
を
ま
と
め
る
こ
と
ー
と

話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
意
見
の
引

き
出
し
方
の
コ
ツ
、
討
論
の
深
め
方
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学
ん
で
実
践
！ 

経
営
者
の
能
力
を
磨
く

�

グ
ル
ー
プ
討
論
研
修
会

人
生
に
は
、
偶
然
と
思

え
る
出
来
事
が
あ
る
。

偶
然
を
考
察
し
た
哲
学

者
に
九
鬼
周
造
が
い

る
。
九
鬼
は
『
偶
然
性

の
問
題
』
で
、
偶
然
性

を
「
必
然
性
の
否
定
」

と
捉
え
た
。
つ
ま
り
、

そ
う
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

た
の
で
は
な
く
、
別
の
可
能
性

も
あ
り
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
▼
偶
然
が
生
ま
れ
る
場
面
の

一
つ
が
、
他
者
と
の
「
邂
逅
」

で
あ
る
。人
と
の
関
わ
り
か
ら
、

思
い
が
け
な
い
気
づ
き
や
変
化

が
生
ま
れ
る
▼
同
友
会
へ
の
入

会
は
自
分
で
決
め
た
と
し
て

も
、
誰
と
出
会
い
、
何
に
気
づ

き
、
ど
う
経
営
に
活
か
す
か
ま

で
、あ
ら
か
じ
め
分
か
ら
な
い
。

そ
こ
に
も
偶
然
が
あ
る
▼
偶
然

そ
の
も
の
を
計
画
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
出
会
い
の
場
に

足
を
運
び
、
起
き
た
偶
然
に
意

味
を
見
い
だ
し
、
次
の
行
動
に

つ
な
げ
る
こ
と
は
で
き
る
。
思

い
が
け
な
い
出
会
い
や
出
来
事

を
ど
う
受
け
止
め
、活
か
す
か
。

偶
然
を
機
会
に
変
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、自
分
次
第
で
あ
る
。

明
日
は
、
ど
ん
な
偶
然
と
出
会

う
だ
ろ
う
か
。そ
う
考
え
る
と
、

少
し
面
白
い
か
も
し
れ
な
い
。
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点滴穿石
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稲澤 康博 氏
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指
針
書
を
手
に
各
社
で
の
実
践
へ

	
	

	
	

	

　
　
五
人
が
全
課
程
を
受
講

第
五
十
四
期
経
営
指
針
成
文
化
研
修
会

中小企業問題全国研究集会の
岡山開催に向けて

第57回全研・副実行委員長
　　　　　　  平井 啓之 氏
（㈱日の丸タクシー　代表取締役社長）

　いよいよ岡山で開催される「第57回中小企業問題
全国研究集会（全研）」まで約4カ月となりました。
岡山での開催は15年ぶり、今回で3回目となります。
　今回は、中小企業が抱えるさまざまな問題をテー
マに11の分科会を設営し、全国から約1,000人の経
営者らが集います。日頃、各地で学び実践している
ことを持ち寄り、岡山の地でさらに議論を深めます。
ぜひ一人でも多くの岡山同友会会員の皆さんにご参
加いただき、自身の成長と自社の成長・発展につな
げていただきたいと思います。
　グループ討議や全国の会員との交流を通じて、「参
加してよかった」と思える全研を、みんなでつくり
上げましょう！
　実行委員会も本格的に始動し、各部門のリーダー
も決定しました。室長・グループ長、受付・誘導な
ど開催県ならではの役割もあります。岡山同友会の
力を結集し、全研を成功へ導きましょう！
　2027年2月18・19日は全研！皆さん、今から予
定を入れておいてください！！

　
九
月
十
二
日
、
岡
山
市
内
で
第
五
十
四

期
経
営
指
針
成
文
化
研
修
会
の
最
終
回
を

開
催
し
、
半
年
間
の
学
び
を
通
し
て
作
成

し
た
経
営
指
針
書
を
用
い
て
模
擬
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
今
期
は
五
人
が
全
課
程
を

受
講
し
、
修
了
要
件
を
満
た
し
た
一
人
が

修
了
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、「
時
代
の
変
化
に
対
応

し
て
経
営
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
経
営
者

の
責
任
を
明
確
に
し
、
経
営
者
と
し
て
の

姿
勢
を
確
立
す
る
こ
と
」「『
人
を
生
か
す

経
営
（
労
使
見
解
）』
に
基
づ
く
経
営
指

針
の
成
文
化
と
実
践
を
目
指
す
こ
と
」
な

ど
を
目
的
に
、
年
二
回
、
半
年
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
び
を

実
践
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
修
了

に
は
「
一
年
以
上
の
常
用
雇
用
が
あ
る
こ

と
」な
ど
、一
定
の
要
件
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
今
期
は
、
五
人
の

会
員
経
営
者
が
受
講
。
フ
ォ
ロ
ー
メ
ン
バ

ー
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
経
営
理
念

や
経
営
計
画
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
経
営
指

針
書
を
作
り
上
げ
、
最
終
回
を
迎
え
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
各
社
の
社
内
発
表
を
想
定
し

た
模
擬
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
フ
ォ
ロ
ー

メ
ン
バ
ー
が
社
員
や
取
引
先
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
質
問
を
投
げ
か
け

ま
す
。「
社
長
、
私
は
一
社
員
と
し
て
目
標

達
成
の
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
で
す

か
？
」「
取
引
先
の
○
○
で
す
。
デ
ザ
イ

ン
ア
ワ
ー
ド
に
出
展
す
る
意
図
は
何
で
す

か
？
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
に
、
受

講
者
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
自
身
の
言
葉

で
一
つ
ひ
と
つ
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
発
表
後
に
は
、
今
後
の
実
践
に
向
け
た

抱
負
も
語
ら
れ
ま
し
た
。「
社
員
の
家
族

に
も
発
表
し
、
強
い
信
頼
関
係
を
築
い
て

い
き
た
い
」「
研
修
を
通
し
て
得
た
自
信

を
も
と
に
社
内
で
発
表
し
、
必
ず
実
践
し

た
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
に
向
け

た
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
経
営
労
働
委
員
長
の
松
本
直
也

氏
が
総
括
し
、
半
年
間
に
わ
た
る
研
修
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
次
回
研
修
会
は

十
月
九
日
に
開
講
し
、
再
受
講
者
を
含
む

六
人
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

�
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会場：ホテルグランヴィア岡山・岡山コンベンションセンター会場：ホテルグランヴィア岡山・岡山コンベンションセンター

主催：中小企業家同友会全国協議会 設営：岡山県中小企業家同友会

2
0
2
7
2 （木

）

（金
）

１３時開会 １２時閉会

会費（※交通費・宿泊費別）
懇親会参加：30,000円
懇親会なし ：19,000円

※会費について、消費税法基本通達5-5-7に該当する共同行事のため
課税仕入れにはしないようにお願いします。

タイムスケジュール（予定）

2月19日（2日目）2月18日（1日目）

全体会開会9:00分科会開会13:00

全体会閉会12:00分科会閉会17;30

懇親会開会18:30

懇親会閉会20:00

第57回第57回

中小企業問題
全国研究集会

中小企業問題
全国研究集会

in

今今をを問問いい、、未未来来ををつつくくるる

最前列 5 人が 54 期受講者の皆さん
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中
小
企
業
の
成
長・発
展
に
つ
な
げ
る
A
I
活
用

　
八
月
二
十
七
日
、
中
同
協
と
中
小
機

構
（
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
）
の
共
催
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
「
中
小
企
業
の
成
長
・
発
展

に
つ
な
げ
る
A
I
活
用
」
が
全
国
の
会

員
・
事
務
局
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
師
は
中
小
企
業
診
断
士
で
㈱
カ

レ
ッ
ジ
フ
ェ
イ
ス
代
表
取
締
役
の
岩
岡

博
徳
氏
。冒
頭
、「『
A
I
を
ど
う
使
う
か
』

で
は
な
く
『
A
I
で
会
社
を
ど
う
す
る

か
』
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と
研
修
の
狙

い
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
生
成
A
I
の
仕
組
み
を

「
次
の
言
葉
を
確
率
で
選
び
続
け
る
作

文
機
」
と
説
明
し
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
と

の
違
い
を
整
理
。
そ
の
上
で
経
営
者
が

押
さ
え
る
べ
き
リ
ス
ク
と
し
て
、
情
報

漏
え
い
、
著
作
権
侵
害
、
個
人
情
報
保

護
、
誤
情
報
（
ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

の
四
つ
を
挙
げ
、
社
内
ル
ー
ル
を
策
定

し
て
安
全
に
作
業
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
具
体
的
な
活
用
方
法
を
取

り
上
げ
、
い
き
な
り
ツ
ー
ル
選
び
か
ら

始
め
る
の
で
は
な
く
、
目
的
の
明
確
化

と
業
務
の
棚
卸
し
か
ら
小
さ
く
試
す
こ

と
が
導
入
の
近
道
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
。

最
適
な
出
力
結
果
を
得
る
た
め
の
指
示

（
プ
ロ
ン
プ
ト
）
に
必
要
な
「
役
割
・
目

的
・
前
提
・
形
式
・
制
約
」
の
五
要
素
や
、

A
I
に
は
仕
事
の
下
準
備
を
任
せ
て
最

終
判
断
は
人
間
が
担
う
こ
と
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　
チ
ャ
ッ
ト
欄
に
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン

ト
か
ら
は
、
参
加
者
の
立
場
や
A
I
へ

の
理
解
度
・
習
熟
度
は
様
々
で
あ
る
こ

と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
否

定
的
な
意
見
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
積
極
的
に
使
い
こ
な
し

て
い
き
た
い
と
い
う
意
向
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
A
I
を
単
な
る
相
談
相

手
と
し
て
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
実

際
の
作
業
を
担
わ
せ
て
生
産
性
を
上
げ

た
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
の
も
印
象

的
で
し
た
。

　
最
後
に
岩
岡
氏
は
「
一
社
で
試
す
よ

り
持
ち
寄
る
ほ
う
が
速
い
」
と
述
べ
、

同
友
会
の
仲
間
と
学
び
合
い
、
実
践
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
る
こ
と
の
意
義
を

強
調
し
ま
し
た
。

�
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中
同
協・中
小
機
構
共
催
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

価
格
転
嫁
と
収
益
確
保
、

�

人
手
不
足
へ
の
対
応
を
考
え
る

岡
山
労
働
局・岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
共
催
セ
ミ
ナ
ー

　
九
月
九
日
、
岡
山
市
内
で
、
岡
山
労

働
局
と
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
共
催

の
「
稼
ぐ
力
・
収
益
確
保
セ
ミ
ナ
ー
」

が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
会
も
後
援
し
、
同
友
会
会
員

で
も
あ
る
岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の

渡
邉
大
輔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
倉
敷

支
部
）、
板
谷
隆
誠
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
同
）
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
岡
山
労
働
局
の
森
實
久
美
子

局
長
が
、
十
月
二
日
か
ら
岡
山
県
の
最

低
賃
金
が
千
百
四
円
（
五
十
七
円
引
き

上
げ
）
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
、
労
務

費
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
す
る

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
経
済
産
業
省
中
国
経
済
産

業
局
の
阿
比
留
彩
子
産
業
部
長
が
登

壇
。
労
働
分
配
率
が
す
で
に
八
割
を
占

め
、
企
業
の
経
営
努
力
だ
け
で
は
対
応

に
限
界
が
あ
る
現
状
を
共
有
し
、「
現

状
維
持
は
一
番
の
リ
ス
ク
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。そ
の
上
で
、中
小
企
業
に
は「
稼

ぐ
力
」、
小
規
模
事
業
者
に
は
「
経
営
リ

テ
ラ
シ
ー
の
実
践
」
が
求
め
ら
れ
る
と

し
、
人
手
に
頼
ら
ず
付
加
価
値
を
生
み

出
す
仕
組
み
づ
く
り
の
重
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
渡
邉
氏
は
飲
食
店
を

例
に
し
た
原
価
計
算
の
ワ
ー
ク
を
行
い
、

収
益
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
自

社
の
原
価
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が

基
本
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

自
身
が
経
営
す
る
三
成
興
業
㈱
の
事
例

を
紹
介
し
、
値
上
げ
交
渉
で
は
日
頃
の

信
頼
関
係
を
ベ
ー
ス
に
自
社
の
努
力
を

伝
え
、
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
値
上
げ
で
あ
る
こ
と
を
お

客
様
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　

板
谷
氏
は
社
会
保
険
労
務
士
と
し

て
、
各
種
助
成
金
と
活
用
事
例
を
紹
介
。

意
図
せ
ず
不
正
受
給
と
な
る
ケ
ー
ス
に

注
意
を
促
し
、「
日
常
的
に
労
務
環
境
を

整
え
、
助
成
金
を
活
用
し
や
す
い
経
営

体
質
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
で
は
参
加
者
が
自
社

の
経
営
課
題
に
つ
い
て
相
談
す
る
個
別

相
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

（
ｓ
）

賃
金
引
上
げ
特
設
ペ
ー
ジ

二
次
元
コ
ー
ド　
　

中小企業の
成長・発展につなげる

AI 活用

中小企業家同友会全国協議会（中同協）
独立行政法人中小企業基盤整備機構

業務改善から事業変革へ、安全で実効性ある活用を考える

オオンンラライインンセセミミナナーーののおお知知ららせせ

■日 時 22002266 年年88月月2277日日((木木)) 1133::2200~~1166::3355
■会 場 オオンンラライインン（（ ZZoooomm ））
■対 象 中小企業家同友会会員・ 事務局

■ポイント 生生成成AAIIををビビジジネネススでで活活用用すするるたためめにに必必要要なな知知識識をを習習得得ででききまますす。。生生成成 AAIIをを

実実際際にに使使用用すするるここととでで、、自自社社にに活活用用すするるヒヒンントトをを得得るるここととががででききまますす。。

■タイムスケジュール

1133::2200 ～～1133::3300 開開講講式式・・オオリリエエンンテテーーシショョンン

1133::3300 ～～1155::0000 生生成成AAIIととはは何何かか、、そそのの実実際際をを学学ぶぶ

1155::0000 ～～1166::3300 生生成成AAIIササーービビススのの活活用用 【【 基基本本編編】】

1166::3300 ～～1166::3355 閉閉講講式式

■講 師

岩岩岡岡 博博徳徳氏

（ 株式会社カレッジフェイス代表取締役）

■申込先 Google フォームよりお申込みください。

   hhttttppss::////ffoorrmmss..ggllee//QQzzPPooqqAAuuww11336644TTJJddTT99

■問合先 ご不明な点は中同協事務局（担当：横山・池田）まで
お問い合わせください（ 03-5829 -9335／jimu@doyu.jp ）。

※本事業は、中同協企業連携推進連絡会と中小機構が共同で行うもので 、会員 ・事務局の皆さまに 広く
ご参加いただけます 。 会費等はございません。

中小企業診断士、 ITコーディネータ、東洋大学大学院経営学研究
科特任教授。 総合電機メーカー系商社で経営企画などに従事し、
2004年に経営コンサルタントとして独立開業、 2008年に法人化し代
表取締役に就任した。
自社でのマネジメント改革を通し、 ITによる業務効率化や事業計

画策定、 PDCA型マネジメント導入を得意とする。 現在は事業承継
を行い、省庁や都県等の公的機関、金融機関を通して数多くの中小
企業支援を行っている。

申申込込締締切切

88//2200㈭㈭
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四
者
の
知
恵
で
実
現
す
る
生
産
性
向
上
と
価
値
創
造

中
小
企
業
・
行
政
・
就
労
支
援
機
関
・
教
育
機
関
の
四
者
懇
談
会

障
害
者
問
題
委
員
会

　
八
月
二
十
四
日
、
岡
山
市
内
に
お
い
て「
中
小

企
業
・
行
政
・
障
害
者
就
労
支
援
機
関
・
教
育
機

関
の
四
者
懇
談
会
」
を
開
催
し
、八
十
人
（
う
ち

会
員
三
十
六
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は「
四

者
の
知
恵
で
実
現
す
る
生
産
性
向
上
と
価
値
創

造
」
を
テ
ー
マ
に
、
㈲
三
協
鋲
螺
の
宮
脇
信
行
社

長
（
岡
山
南
支
部
）
が
、
自
社
の
雇
用
や
事
業
活

動
の
実
践
を
も
と
に
報
告
・
問
題
提
起
を
行
い
ま

し
た
。

　
宮
脇
氏
は
、
支
援
学
校
卒
業
生
の
雇
用
や
、
通

常
採
用
し
た
若
者
への
対
応
を
通
し
て
、「
雇
い
た

い
が
、
ど
う
支
援
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」と

い
う
中
小
企
業
の
現
実
を
紹
介
。
特
に
、
診
断
が

な
く
制
度
上
の
支
援
対
象
と
な
ら
な
い
、い
わ
ゆ

る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
人
た
ち
に
つ
い
て
、
本
人
・
支

援
機
関
・企
業
の
い
ず
れ
か
ら
も
手
が
届
き
に
く
い

「
空
白
地
帯
」
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
社
内
で
は
採
算
が
合
わ
な
い
細
か
な
作

業
を
地
域
の
Ｂ
型
就
労
支
援
事
業
所
へ
依
頼
す
る

こ
と
で
、双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
連
携
が
実
現
し

た
事
例
も
紹
介
。
一
方
で
、そ
こ
で
得
ら
れ
た「
利

益
の
出
る
仕
事
」で
あ
って
も
、
支
払
え
る
工
賃
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
に
違
和
感
を
抱
い
た
経
験
か

ら
、「
企
業
自
身
が
も
っ
と
利
益
を
生
み
、よ
り
多

く
の
報
酬
を
支
払
え
る
会
社
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
」と
、
参
加
者
に
問
い
か
け

ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
学
校
が
早
期
に
本
人
の
特
性
に
気
づ

き
、
支
援
機
関
が
企
業
へつ
な
ぎ
、
企
業
が
受
け

止
め
る
―
四
者
が
連
携
す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、

一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
雇
用
の
可
能
性
を
広
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
提
起
。
自
社
の
経
営
理
念

「『
つ
な
ぐ
力
』で
、
社
員
・
お
客
様
・
地
域
の
幸
せ

を
一
致
さ
せ
、
共
に
豊
か
な
未
来
を
創
造
す
る
」

の
実
践
と
し
て
、
ネ
ジ
を
主
役
に
し
た
知
育
玩
具

の
開
発
・
販
売
な
ど
、
新
た
な
価
値
創
造
の
取
り

組
み
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
続
く
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

が
抱
え
る
課
題
や
、
他
組
織
に
期
待
す
る
こ
と
を

共
有
。
立
場
を
越
え
て
、
具
体
的
な
連
携
の
可
能

性
に
つい
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
障
害
者
問
題
委
員
会
の
髙
橋
京
恵
副

委
員
長
が
、「
知
ら
な
い
こ
と
・
分
か
ら
な
い
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
学
び
」
と

総
括
。「
こ
の
四
者
が
集
ま
り
、
本
音
で
話
せ
る
機

会
は
他
に
な
い
」と
い
う
参
加
者
の
声
に
も
触
れ
、

十
年
以
上
続
く
本
懇
談
会
の
意
義
を
あ
ら
た
め
て

確
認
し
ま
し
た
。「
障
害
者
雇
用
」の
問
題
だ
け
で

は
な
く
、中
小
企
業
と
支
援
機
関
の「
つ
な
が
り
方
」

の
問
題
と
し
て
捉
え
、
今
後
も
四
者
の
連
携
を
深

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
o
）

参
加
者
感
想
よ
り
抜
粋

●	

こ
れ
ま
で
私
は「
障
害
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と

が
多
か
っ
た
が
、
懇
談
会
で
は「
特
性
」
と
い
う
表

現
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、一人
ひ
と
り
の
違
い
を
理

解
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
関
わ
り
方
を
考
え
る
と
い

う
視
点
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
ま
た
、
グ
レ
ー
ゾ

ー
ン
の
方
は
本
人
も
周
囲
も
特
性
に
気
付
い
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
、
企
業・
学
校・
行
政・
支
援
機

関
の
そ
れ
ぞ
れ
が「
知
ら
な
い
」
こ
と
で
支
援
に
つ

な
が
ら
ず
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
現

状
を
知
っ
た
。「
知
ら
な
い
」
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
存
在
し
、
そ
れ
が
関
わ
り
方
の
難
し
さ
や

課
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

●
そ
れ
ぞ
れ
役
割
や
立
場
は
異
な
り
ま
す
が
、
お
互

い
を
知
り
、
知
ろ
う
と
す
る
文
化
の
醸
成
の
大
切

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

●
本
日
は
と
て
も
学
び
が
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

色
ん
な
視
点
で
の
話
し
合
い
が
で
き
る
こ
と
で
本

当
の
問
題
点
と
の
向
き
合
い
が
で
き
た
と
思
い
ま

し
た
。
私
自
身
が
製
造
業
で
働
き
方
を
D
X
と

A
I
を
活
用
し
て
改
革
、
標
準
化
で
き
た
こ
と
も

あ
る
の
で
、
逆
に
そ
う
言
っ
た
事
例
を
皆
さ
ん
に
も

話
し
て
み
た
い
な
と
も
思
い
ま
し
た
！

●
企
業
経
営
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
同
友
会
で
い
う

「
企
業
の
社
会
性・
人
間
性
」
の
理
念
か
ら
も
、
障

害
者
に
ど
う
向
き
合
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。一方
で
、「
事
業
の
科
学
性
」
と
い
う
視

点
か
ら
、
企
業
を
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切

な
要
素
で
す
。
理
念
だ
け
で
な
く
、
企
業
経
営
の

現
実
も
踏
ま
え
な
が
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
お
話
し
い
た
だ
い
た

四
者
の
知
恵
だ
け
で
な
く
、
障
害
の
あ
る
方
ご
本

人
が
何
を
思
い
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
そ
の
声

を
聞
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
思
い
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
工
夫
し
な

が
ら
、
当
事
者
の
声
を
く
み
取
っ
て
い
く
こ
と
も
、

私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

「障害者問題委員会」とは
　障害者問題委員会は2009年に岡山同友会に設置された
専門委員会です。障害者を取り巻く様々な社会問題の解決
を目指し、各社の経営や事業活動の改善からその実現を進
めることを学んでいます。単に障害者を雇用することを目
的とするのではなく、障害者を含めた社会的に不利な状況
にある人たちの諸問題を捉え、状況を理解し、障壁を取り
除くため、企業が事業を通してどう関わるかを考え、より
よい会社をめざす企業変革を学び、進める場として活動し
ています。
　労使見解に基づいた「人を生かす経営」について学びを
深めるほか、障害特性に関する学習会や、支援学校への学
校参観、行政・支援学校・支援機関と中小企業の四者の連
携を深める交流会なども開催しています。
　こうした活動の根底にあるのは、誰もが働きやすい職場
づくりは、社員全員にとっての働きやすさにもつながると
いう視点です。各社の実践が進み、働きやすい企業が増え
ていくことで、誰もが社会的障壁を感じにくい地域が広が
り、幸せの見える共生社会につながると考え、経営者が学
び、各社の経営実践に繋げられる活動を進めています。障
害者雇用の実績や経験の有無にかかわらず、どなたでもご
参加いただけます。自社の経営を見つめ直すきっかけを求
める方は、ぜひ一度、委員会や学習会にご参加ください。

委員会紹介
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逆
風
を
追
い
風
に
変
え
る
　
変
化
を
先
読
み
す
る
企
業
づ
く
り

三
支
部（
岡
山
北・岡
山
南・東
備
）合
同
例
会

　
八
月
二
十
七
日
、
他
県
か
ら
の
参
加
者
を

含
む
九
十
人
が
一
堂
に
会
し
、
三
支
部
合
同

例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
激
変
す
る
経
営
環

境
を
生
き
抜
く
～
逆
風
を
追
い
風
に
変
え
る

企
業
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
ニ
チ
ラ
ス
運

輸
㈱
の
田
城
敏
史
社
長
（
鳥
取
同
友
会
代
表

理
事
）
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
社
は
社
員
数
五
十
三
人
で
、
米
子
を
中

心
に
中
国
地
域
か
ら
関
西
圏
ま
で
を
カ
バ
ー

す
る
運
輸
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。
報
告
で
は
、

予
測
で
き
る
未
来
に
対
し
て
前
も
っ
て
備
え

る
こ
と
の
重
要
性
や
、
顧
客
の
課
題
を
見
つ

け
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ

て
い
く
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　
例
え
ば
、
人
手
不
足
は
自
社
だ

け
で
な
く
、
顧
客
企
業
に
と
っ
て

も
大
き
な
課
題
で
す
。
田
城
社
長

は
顧
客
先
の
作
業
現
場
を
実
際
に

見
て
、
部
署
ご
と
に
行
わ
れ
て
い

る
共
通
業
務
を
切
り
分
け
、
自
社

で
請
け
負
う
こ
と
を
提
案
。
顧
客

が
よ
り
生
産
性
の
高
い
仕
事
に
取

り
組
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
景
気
悪
化
に
よ
っ
て
在

庫
や
仕
掛
品
が
増
え
た
際
に
は
、

空
き
工
場
な
ど
を
活
用
し
て
保
管

場
所
を
提
供
す
る
な
ど
、「
運
ぶ
」
だ
け
で
は

な
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
働
く
環
境
を
少
し
で
も

向
上
さ
せ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
社
員
以
外

の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
二
十
四
時
間
利
用
で
き
る

コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、
価
格

競
争
で
は
な
く
付
加
価
値
で
選
ば
れ
る
企
業

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
物
流
業
界
で
は
、「
経
験
者
」「
長
時
間
働

け
る
人
」
を
前
提
と
し
た
人
材
確
保
が
難
し

く
な
り
、
業
界
・
業
種
を
越
え
て
人
材
が
移

動
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
変
化
を
待

つ
の
で
は
な
く
、
先
を
見
据
え
て
準
備
し
、

顧
客
や
地
域
の
課
題
に
応
え
て
い
く
姿
勢
の

大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
合
同
例
会
は
、
東
備
支
部
の
仁
戸

田
昌
典
支
部
長
が
「
来
年
二
月
に
開
催
す
る

全
研
岡
山
に
向
け
て
、
同
じ
意
識
で
向
か
っ

て
い
く
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と
の
思
い
か

ら
実
現
し
ま
し
た
。
三
支
部
か
ら
担
当
者
を

出
し
、
五
月
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
例
会
を
き
っ
か
け
に
、
三
支
部
が
さ

ら
に
連
携
を
深
め
、
全
研
岡
山
に
向
け
て
同

じ
方
向
を
向
く
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
例
会
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、

三
人
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
が
入
会
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

（
s
）

3
支
部
合
同
例
会
感
想
よ
り
抜
粋

●		

未
来
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
、「
見
え
る

も
の
」「
変
動
す
る
も
の
」「
見
え
な
い
も
の
」

と
い
う
三
つ
の
視
点
が
印
象
に
残
り
ま
し

た
。
闇
雲
に
未
来
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

自
社
に
と
っ
て
何
が
外
部
要
因
と
し
て
影

響
す
る
の
か
を
考
え
、
そ
れ
に
ど
う
準
備

し
、
対
応
し
て
い
く
の
か
と
い
う
ヒ
ン
ト

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、年
代
や
性
別
、

一
人
ひ
と
り
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応

じ
た
「
合
理
的
配
慮
」
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

●		「
未
来
を
見
据
え
て
行
動
す
る
」
と
い
う
言

葉
が
一
番
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
想
像
し

た
時
代
に
な
っ
て
か
ら
対
応
し
よ
う
と
し

て
も
、
も
う
遅
い
。
田
城
社
長
は
先
を
見

据
え
て
準
備
し
、
行
動
し
、
否
定
さ
れ
て

も
実
践
を
続
け
る
こ
と
で
結
果
を
出
さ
れ

て
い
る
。
わ
た
し
も
見
習
い
、
行
動
し
続

け
よ
う
と
思
っ
た
。

●		

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
、
想
像
力
と
想
定

を
し
っ
か
り
と
働
か
せ
、
自
分
ご
と
と
し

て
考
え
て
「
課
題
」
に
落
と
し
込
む
こ
と
、

そ
し
て
「
問
題
」
を
転
機
や
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
を
意
識
し
た
上

で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
方
法
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
学
び
ま
し

た
。

田城 敏史 氏
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	26年度方針に掲げた数値目標
■各支部例会参加率（前月実績）
（所属支部の例会に参加した支部会員数/支部会員数）
※支部会員数は8月理事会承認の値

岡山北支部	     12.3％	（20/163）
岡山南支部　  	19.7％	（28/142）
倉敷支部	　　  27.3％	（35/128）
作州支部	 22.7%	（5/22）
備北支部	　　  12.0％	（6/50）
東備支部	　　　15.4％	（6/39）
■e.doyuアクセス率（月平均値）
岡山北支部	 38.7%	
岡山南支部	 41.4%	
倉敷支部	 49.3%	
作州支部	 54.9%	
備北支部	 40.5%	
東備支部	 59.8%	
全体	 44.2%
■企業変革支援プログラム登録者

（2026年9月末日の登録）
岡山北支部	      2.5%	（4/162）
岡山南支部　  	 2.0%	（3/147）
倉敷支部	　　  18.9%	（24/127）
作州支部	 9.5％	（2/21）
備北支部	 　　  2.0%	（1/49）
東備支部	 　　　0.0％	（0/39）
全体	 34社
■経営指針書の事務局提出数

（2026年9月末日の提出）
岡山北支部	      1.2%	（2/162）
岡山南支部　  	 2.7%	（4/147）
倉敷支部	 　　  3.9％	（5/127）
作州支部	 0.0％	（0/21）
備北支部	 　　  4.1％	（2/49）
東備支部	 　　　0.0％	（0/39）
全体	 13社
■支部例会と全県行事の

オブザーバー参加人数
岡山北支部	 11	
岡山南支部	 21	
倉敷支部	 5	
作州支部	 22	
備北支部	 0	
東備支部	 13		
全体	 72人
■岡山同友会の主要な学習プログラム受講社数	
岡山北支部　　　　　6	
岡山南支部	 15	
倉敷支部	 7	
作州支部	 2	
備北支部	 4	
東備支部	 2	
今年度合計	 36社

（25年度受講社数42社）

「
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
」に
つ
い
て（
後
編
）

経
営
リ
ス
ク
と
自
社
を
守
る
た
め
の
実
務

（
一
社
）
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　代
表
理
事

　戸
田 

大
介 

氏

（
倉
敷
支
部
）

百
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
社
会
的
信
用
の
失
墜
、
行
政
処
分

（
認
定
の
取
消
）
な
ど
、
経
営
に
甚
大
な
ダ

メ
ー
ジ
が
生
じ
ま
す
。

リ
ス
ク
②
：
防
止
措
置
と
労
働
関
係
法
令

　
犯
罪
事
実
確
認
の
結
果
、
犯
歴
が
確
認

さ
れ
た
、
あ
る
い
は
面
談
や
児
童
か
ら
の

相
談
に
よ
り
性
暴
力
等
の「
お
そ
れ
」
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
従
事
者
に
対
し
て
は
、

こ
ど
も
と
接
す
る
業
務
に
従
事
さ
せ
な
い

な
ど
の「
防
止
措
置（
配
置
転
換
や
解
雇

等
）」
を
講
じ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
十
分
な
証
拠
や
明
確
な
就
業
規
則
上

の
根
拠
が
な
い
ま
ま
一
方
的
な
配
置
転
換

や
解
雇
を
行
え
ば
、
不
当
解
雇
等
の
民
事

訴
訟
に
発
展
す
る
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
く

な
り
ま
す
。

　
第
二
回
で
は
、
経
営
者
が
直
面
す
る
具
体

的
な
リ
ス
ク
と
、
今
す
ぐ
講
じ
る
べ
き
対
策
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

一
、
経
営
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き
経
営

リ
ス
ク

リ
ス
ク
①
：
犯
歴
デ
ー
タ
の
漏
洩

　
性
犯
罪
歴
は
、
個
人
情
報
保
護
法
上
の

「
要
配
慮
個
人
情
報
」
に
該
当
す
る
極
め

て
機
微
な
デ
ー
タ
で
す
。
性
犯
罪
歴
が
な
い

「
犯
歴
な
し
」
と
い
う
事
実
自
体
も
含
め
、

す
べ
て
の
確
認
デ
ー
タ
を
厳
格
に
管
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
万
が
一
、
こ
の
デ
ー

タ
を
不
当
に
利
用
し
た
り
、
他
人
に
知
ら

せ
た
り
し
た
場
合
、
漏
洩
し
た
従
業
員
個

人
が
罰
せ
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
両
罰
規

定
に
よ
り
法
人（
企
業
）
に
対
し
て
も
最
大

二
、 

自
社
を
守
る
た
め
に
経
営
者
が
今
す

ぐ
講
じ
る
べ
き
実
務
対
策

対
策
①
：
就
業
規
則
の
改
定
と
服
務
規
律
の

整
備　

労
務
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
、
就
業
規

則
の
改
定
が
必
要
で
す
。
性
暴
力
の
禁
止

を
謳
う
だ
け
で
な
く
、
性
暴
力
の
前
段
階

や
そ
の
温
床
と
な
り
得
る「
不
適
切
な
行

為
」
を
明
記
し
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
配

置
転
換
や
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
か
の

客
観
的
基
準
を
事
前
に
整
備
し
て
お
く
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

対
策
②
：「
情
報
管
理
規
程
」
の
策
定

　
犯
罪
事
実
確
認
書
や
シ
ス
テ
ム
の
ア
ク

セ
ス
権
限
を
持
つ「
閲
覧
権
限
者
」
を
、
社

内
で
必
要
最
小
限（
代
表
者
や
一
部
の
人
事

担
当
者
な
ど
）
に
制
限
し
ま
す
。
ま
た
、

従
業
員
の
離
職
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、
三

十
日
以
内
に
完
全
に
廃
棄
・
消
去
す
る
業

務
運
用
ル
ー
ル
を
定
め
、
情
報
管
理
規
程

に
落
と
し
込
ん
で
適
切
に
実
行
し
ま
す
。

ま
と
め
：
社
会
的
信
頼
と
企
業
防
衛
の
た
め
の

「
経
営
投
資
」
へ

　
こ
ど
も
性
暴
力
防
止
法
へ
の
対
応
は
、

こ
ど
も
を
性
暴
力
か
ら
守
り
、
安
全
な
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
健
全

な
労
働
環
境
を
維
持
し
、
情
報
漏
洩
や
不

当
解
雇
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
自
社
を
守
る

た
め
の
重
要
な「
経

営
投
資
」
で
す
。

令
和
八
年
十
二
月

の
施
行
に
向
け
、

ま
ず
は
就
業
規
則・

情
報
管
理
規
程
の

整
備
か
ら
着
手
し

ま
し
ょ
う
。

10:00
　　-17:0010.25sun

一般社団法人高梁スポーツクラブ
吉備国際大学Charme岡山高梁
事業推進室（サンコー印刷内）　
TEL 0866-93-2121  担当：北山・梶田

企画運営　サンコー印刷株式会社

お
問
合
せ
先

岡山県高梁市松原町神原 2323-5
詳しくは

特設サイトへ ▼

ェシルマ
開催！

シャルム主催の

地
域
の「
お
い
し
い
」「
た
の
し
い
」が
大
集
合
！

地
域
の「
お
い
し
い
」「
た
の
し
い
」が
大
集
合
！

マ
ル
シ
ェ
と
シ
ャ
ル
ム
の
ホ
ー
ム
最
終
戦
を
同
時
開
催
！

マ
ル
シ
ェ
と
シ
ャ
ル
ム
の
ホ
ー
ム
最
終
戦
を
同
時
開
催
！
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　 第5回理事会報告　 第5回理事会報告
2026年9月29日＠県生涯学習センター2026年9月29日＠県生涯学習センター

大西一夫副代表理事が議長に就任し、
議案を審議した。

○入退会の審議
仲間づくり委員会より提案。12人の

入会について審議を行い、異議なく承
認となった。
○実践を図る指標の支部別一覧表の
確認

資料を回覧。9月1日時点の会員数
545人（期首+8人）、8月のe.doyuア
クセス率44.7%（243人）など。あわ
せて成文化研修会、社員共育大学、
マネジメント研修会、変革支援プログラ
ム年度登録等の進捗を共有し、各支部
における未集計項目の整理、各種研修
の受講促進等を要請した。
○一般社団法人の定款骨子案に関す
る意見交換

法人化プロジェクトチームより報告。
9月15日に開催された第2回PT会議で
の検討内容に基づき、一般社団法人
の定款骨子案について説明。主な内容
は以下の通り◆名称は「一般社団法
人岡山県中小企業家同友会」◆主た
る事務所は岡山市に置く（災害等に備
えて従たる事務所の設置規定も検討）
◆絶対的記載事項である目的（事業目
的）は運動理念とは別に記載する◆反
社会勢力排除規定を明記（基本内容
は既存規定を引き継ぐ）◆入会時の推
薦要件は会員１名ないし事務局とする

（既存規定から変更なし）◆会費等の
金額は定款本文には記載せず別途定
める（普通決議扱い）◆休会制度は
設計が極めて複雑になるため設けない、
など。また会費滞納による資格喪失と
除名手続、電磁的決議の導入等につ
いても説明がなされた。説明を受けて
意見交換を実施し、法人化に伴う既存
会員の在籍資格の引継ぎや事前周知の
方法等について質問が出された。これ
らについては、叩き台が整った段階で
一般会員に対する説明の機会を設ける
ことを確認し、PT会議内でも具体的な
検討を行う旨が回答された。また支部
役員会においても支部長から詳細の説
明をしていただくと共に役員の意見聴取
を行い、その内容をPT会議に持ち寄っ

ていただくことを確認した。
○第57回全国研究集会（全研）の進
捗報告および室長候補者の支部推薦
依頼

浅野浩一実行委員長より報告。準備
の進捗状況について説明し、完成した
PRカードを配布。また全11分科会の
責任者（室長11人＋副室長11人を想
定）の選任基準が示され、10月5日ま
でに各支部長から推薦シートを提出し
ていただくよう要請した（別途、実行
委員会でも選任を行う）。あわせて10
月14日の経営フォーラム（兼・第3回
グループ長学習会）および12月9日のグ
ループ長学習会への積極的な参加を求
めた。
○2027新春経営講演会の概要

正副代表理事会および担当事務局よ

り報告。◆日程：27年1月20日（水）
◆会場：岡山国際交流センター◆報
告者：㈱世起・代表取締役・今村暢
秀氏（愛媛同友会代表理事）。その他
の詳細は打合せを経て確定させる。
○その他報告事項
◆ 活動報告および月次試算表を回覧
◆熊本地震支援金として100万円を拠
出◆事務局採用募集の応募者辞退に
伴いハローワークでの募集を継続する
旨を報告◆山辺啓三代表理事より中国
ブロック代表者会議（9/11＠米子）の
参加報告◆青年部より中国ブロック交
流会の報告者に梅田光悦氏が選出さ
れた旨を報告◆会員の県外報告予定

（山口フォーラム等）を報告。

2026年9月
理事会承認分545名

現在の
会員数

ありい みき

倉
敷
支
部 TEL080-5482-9780

販売促進の企画から新事業の立ち上げ、プロジェクトの進行管
理までをトータルで支援するコンサルティング業

代表　赤松　友美
ともみあかまつ

アカマツ企画

ありい みき岡
山
南
支
部

〒700-0944
岡山市南区泉田2-1-19
TEL086-227-5588
ビジネスで必要な電話・情報通信・ＯＡ・弱電機器の販売、施工、
保守業務

取締役　角田　汰一
たいちつのだ

アサヒ通信システム（株）
つうしん

きかく

ありい みき岡
山
南
支
部

〒702-8031
岡山市南区福富西1-2-13
TEL090-5277-1680
インクルーシブ空間デザイン／バリアフリー計画・コンサルティング

代表　大西　直美
なおみおおにし

inclusive design 彩榮
いんくるーしぶでざいんいろは

ありい みき

倉
敷
支
部

〒710-0814
倉敷市石見町5-19
TEL080-3055-2210
主にパーソナルジム等のヘルスケア事業を展開しています。

代表取締役　吉田　憲治
けんじよしだ

（有）吉志

ありい みき岡
山
北
支
部

〒700-0907
岡山市北区下石井2-8-10　ナガシオビル901
TEL086-237-3221
システム開発・保守およびWEB制作・デザイン等

代表取締役　下辻　宏明
ひろあきしもつじ

（株）HS-neo-project
えいちえすねおぷろじぇくと

ありい みき岡
山
北
支
部

〒700-0913
岡山市北区大供3-2-12
TEL086-233-1121
自動車の販売修理、損害保険、生命保険、携帯電話他

本部マネージャー　板谷　浩幸
ひろゆきいただに

岡山トヨタ自動車（株）
おかやま じどうしゃ

きっし

ありい みき岡
山
北
支
部

〒703-8236
岡山市中区国富
TEL090-7509-1432
子育て・キャリア支援、採用・人材育成・定着支援、起業支援、託
児所運営、企業向けヘルスケア

代表取締役　森廣　美郷
みさともりひろ

（株）くまの森plus

ありい みき岡
山
南
支
部

〒702-8011
岡山市南区郡1396-2
TEL086-368-2373
障害福祉サービスである、就労継続支援B型事業所「ここぷ
れ」の運営

代表社員　濱田　洋輔
ようすけはまだ

（同）CoCo Place
ここぷれいす

ありい みき岡
山
南
支
部

〒700-0945
岡山市南区新保801-201
TEL086-239-8324
住宅の外壁塗装・屋根塗装を中心とした塗装工事業およびリ
フォーム業

代表取締役　二宮 拓郎
たくろうにのみや

（株）次世代ペイント
じせだい

ありい みき岡
山
南
支
部 TEL090-7773-9000

AIの導入サポート、業務効率サポート

代表　吉井　亮二
りょうじよしい

ReSelf

ありい みき

倉
敷
支
部

〒711-0907
倉敷市児島上の町1-8-8
TEL086-472-7514
繊維製品の附属企画販売

取締役企画開発部長　濱田　真彰
まさあきはまだ

（株）ジャスト

ありい みき岡
山
南
支
部

〒709-0442
和気郡和気町福富613-34
TEL0869-92-4888
Blue Spring Bakery【BSベーカリー】の運営（パンの製造・販
売、カフェの運営）

事業後継者　平松　祐治
ゆうじひらまつ

（同）ブルースプリング

りせるふ

もりぷらす

※自宅兼事務所の方は、所在地を非表示、もしくは部分的な表示にとどめています。

会　員　紹　介新
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山本＝�まずは、この法人を立ち上げたいきさつを教
えてください。

戸田＝�私は行政書士としても活動しています。私の
子どもが学童保育を利用する中で、学童保育
の運営に保護者の立場で携わる機会がありま
した。その後、2024年に「こども性暴力防
止法」が制定され、行政書士の仕事で内容を
詳しく学ぶ中で、法律が求める対応と現場の
運営実態との間に大きなギャップがあること
に気づきました。さらに、26年12月の施行
までの準備期間が非常に短いにもかかわらず、
現場には十分な支援や情報が行き届いていな
い状況に強い危機感を抱きました。そこで、
学童保育をはじめとする子どもに関わる事業
者の方々が抱える不安や疑問に寄り添い、行
政手続き・法務・労務・研修の整備、さらに
は万が一の事案発生時にもワンストップで対
応できる専門家チームの必要性を感じ、この
法人を立ち上げました。

山本＝�私も子どもが通っている学童の先生に伺った
ところ、「そんな法律があることを知らなかっ
た」「教えてほしい」と言われました。（取材
時点：26年6月18日）

戸田＝�「こども性暴力防止法」は今年12月に施行さ
れることが決まっていますが、現時点では行
政から提供される情報が十分に整っていると
は言えません。私は弁護士と連携しながら、
学童保育事業者向けのセミナーや勉強会の実
施、行政に対する資料整備の提言、認定事業
者が活用できるソフトウェア開発など、さま
ざまな形で周知と支援に取り組んできました。
学童保育は、働く保護者にとって欠かせない
インフラです。一方で、学校が行政主導で整
備されているのに対し、学童保育は運営形態
が多様であることから、制度の認知や対応が
行き届いていないのが現状です。それでも学
童保育は比較的認知が進んでいる分野であり、
この法律の対象となり得るにもかかわらず、

まだ認識されていない事業者は潜在的に多い
と感じています。

山本＝�潜在的に多いというのは、具体的にはどうい
うことでしょうか。

戸田＝�この法律は、学童保育に限らず、塾やスポー
ツクラブ、さらには人材派遣を活用した子ど
も向けイベントや送迎サービスなどにも関係
する可能性があります。ただし、認定の取得
には相応の負担が伴うため、まずは自社がど
のような影響を受けるのかを正しく理解する
ことが重要です。現状では、この分野に精通
した弁護士・行政書士・社会保険労務士はま
だ多くありません。まずは、この法律に専門
的に関わっている機関にご相談いただき、基
本方針を整理したうえで、顧問の専門家と連
携していくことをお勧めします。

山本＝今後の展開について教えてください。
戸田＝�この法律への対応は、単独の学童クラブだけ

で完結できるものではなく、非常に複雑です。
今後は、複数のクラブを横断して管理できる
事務局機能の整備も必要になると考えていま
す。また、学童保育に限らず、関連事業者が
過度な負担を負うことなく対応できるよう、
モデル規定の整備や運用支援の仕組みづくり
を進めていきたいと考えています。

魅力
発信!
NewFace☆

第48回

この連載では、よい会社・よい
経営者をめざして学び始めた新
会員にスポットライトを当て、
同友会でどんなことを学び、ど
んな企業をめざすかを語ってい
ただき、日々奮闘している会員
企業を紹介します。

【所在地】〒710-0837　倉敷市沖新町7-10
【TEL】0869-62-0541
【WEB】https://japan-dbs.com/
【事業内容】子ども性暴力防止法で求められる複雑な
手続きや体制づくりのサポート業務

代表理事・特定行政書士 戸田 大介 氏
2026 年入会 / 倉敷支部

（一社）
こども性暴力防止ネットワーク

今後の活動について

行政の資料が整っていない中、
対応が迫られている現状

保護者主体の学童保育に
携わったことがきっかけ

「こども性暴力防止法」を
正しく知ることが第一歩

聞き手・執筆　㈱アイ・コン　山本 由美子

編集後記

本法律は決して一部の業界だけの問題ではなく、私た
ちの働く環境とも無関係ではないように感じました。
社員が安心して働くためには、会社の中の環境を整え
るだけでなく、その人の暮らしや、子どもを預ける環
境にも目を向ける必要があります。施行される法律に
ついて知り、その影響の広がりを捉えたうえで、企業
として何ができるのか、そして同友会としてどのよう
に向き合っていくのかを考えることが大切ではないで
しょうか。

HP

発行人／山辺 啓三・門田 悦子　　　　〒 700-0936 岡山市北区富田 29
編集人／藤井 智晴　　　　　　　　　 ☎（086）222-7473　FAX（086）225-3662
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１３時開会 １２時閉会

会費（※交通費・宿泊費別）
懇親会参加：30,000円
懇親会なし ：19,000円

※会費について、消費税法基本通達5-5-7に該当する共同行事のため
課税仕入れにはしないようにお願いします。

タイムスケジュール（予定）

2月19日（2日目）2月18日（1日目）

全体会開会9:00分科会開会13:00

全体会閉会12:00分科会閉会17;30

懇親会開会18:30

懇親会閉会20:00

第57回第57回

中小企業問題
全国研究集会

中小企業問題
全国研究集会

in

今を問い、未来をつくる







岡山県中小企業家同友会 事務局

e-mail：info@okayama.doyu.jp

申込み/問合せ

TEL：086-222-7473 FAX：086-225-3662

日 時

申込締切 10/16 正午

報告者 （有）ケイ・ティ・エイ（税理士法人久遠グループ）

代表取締役 小林 規彦 氏 （作州支部）

会 費

作州支部10月例会を下記日程で実施します。
会員経営者の方だけでなく、

会員企業の社員の方もご参加いただけます。
また、会員でない経営者の方の参加も歓迎です！

ぜひ経営者仲間の方とお誘い合わせの上、ご参加ください。

（津山市山下９２−１ 電話：0868-24-3633）

会 場 津山圏域雇用労働センター＋zoom

★オブザーバーとしてご参加いただけるのは中小企業経営者・事業後継者・取締役以上の幹部社員です。経営者以外の方や一般社員の方の
参加はご遠慮ください（⾏政・経営⽀援機関・⾦融機関を除く）。県外の経営者の方で参加の申込みをいただいた方は、⼊会ご希望者と
して最寄りの同友会に連絡先等を紹介させていただきますのでご了承ください（既に⼊会されている方は除きます）。

※本申込内容は､岡⼭県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活⽤させていただきます｡

500円（予定）

テーマ 『経営者の責任』
・経営者自身の学びと成長
・経営理念や方針、ビジョンの社内共有
・社員との信頼関係の構築 など

参加お申込みは右記二次元ｺｰﾄﾞから→



お問い合せ
お申し込み

★オブザーバーとしてご参加いただけるのは中小企業経営者、事業後継者、取締役以上の幹部社員の方、⾏政・
経営⽀援機関・⾦融機関の職員の方です。会員企業の社員の方も役職に関わらずご参加いただくことが可能です。

★本申込内容は､岡⼭県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活⽤させていただきます｡

例
会
申
込
み
は

こ
ち
ら
か
ら

申込みは【e.doyu】もしくは【申込みフォーム】からご登録ください。
※申込みフォームから登録した方には、受け取り確認のシステムメールが送付されます。

ご質問やお問合せは岡山県中小企業家同友会までご連絡ください。
（ 086-222-7473 E-mail ： info@okayama.doyu.jp）

岡山県中小企業家同友会
倉敷支部10月例会経

営
理
念
を

実
践
す
る
課
程

（株）日の丸タクシー

2026

10.21
[W
e
d
]

18:30
～21:00

於：倉敷市真備健康福祉館 まびいきいきプラザ
（倉敷市真備町川辺2271 086-698-1555）
＆オンライン会場／ zoom

あ
な
た
の
会
社
は

「経
営
理
念
・経
営
指
針
書
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用
」が
で
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ま
す
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社
長
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中
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舞
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ま
れ
て
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せ
ん
か
？

社
長
だ
け
が
使
う
も
の
に
な
って
い
ま
せ
ん
か
？

「経営理念と経営指針書が動き始めたのはここ

数年のこと。 それまでは机にしまいっぱなしだった。」

と、平井氏は話します。そのきっかけとなったのは

2018年西日本豪雨。被災後、復興を進める中で

自社のあり方を再認識することになったとのこと。

自社の現状分析、内部・外部環境の分析、方

針と計画の策定と社員とともに実践する仕組み作

りなど、社内変革が進める同社の事例をもとに、自

社の経営理念の実践について学びます。

この例会をきっかけに、会社が変わる「経営理念・

経営指針書の活用」を進めましょう！

■会社情報
所在地：倉敷市真備町有井192-1
事業内容：タクシー・貸切バス・乗合バス事業・訪問介護事業・

一般貨物事業、ほか
従業員数：110名
設立：1971年

代表取締役社長

平井 啓之氏
（岡山同友会理事・倉敷支部支部長）









★本申込内容は､岡⼭県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活⽤させていただきます｡

お申込み・お問合わせ

申込みは【e.doyu】もしくは【申込みフォーム】からご登録ください。
※申込みフォームから登録した方には、受け取り確認のシステムメールが送付されます。

岡山県中小企業家同友会 086-222-7473
E-mail ： info@okayama.doyu.jp

お申込みはこちら↓



岡山県中小企業家同友会 障害者問題委員会

2026年度 ⾏事のご案内

同友会会員の就労⽀援事業所への施設⾒学

「こども性暴⼒防⽌法」に関する学習会
講師︓（⼀社）こども性暴⼒防⽌ネットワーク 代表理事 ⼾⽥ ⼤介⽒
⽇時︓9⽉9⽇18:00〜20:00 会場︓岡山同友会 事務局会議室（岡山市北区富⽥29）
2026年12月に施行される「こども性暴力防止法（日本版DBS）」では、義務対象の事業者（学校や保育、塾、
スポーツクラブなど）が適切な対応を行わなかった場合、行政処分や罰金だけでなく、事業者名の公表など、
経営・信用を揺るがす事態に直結します。対応が必要な業種の方はもちろん、直接の対象とならない事業者で
も保育・教育系のICT事業、システム（情報セキュリティ）関係の事業者や士業の方も影響が出ると見られて
います。対応の事前準備なども必要になります。リスクを防ぐための対応・対策を一緒に学びましょう！

同友会会員の就労⽀援事業所への施設⾒学

会費︓1000円
定員︓30名

会費︓無料
定員︓10名

⽇時︓10⽉29⽇10:00〜12:00
訪問施設︓（⼀社）結い 就労継続⽀援B型事業所 ワークハウス・わくわく︕

就労継続⽀援B型事業所 喜楽
今回は（一社）結いの早瀬所⻑にご協⼒をいただき、就労⽀援時事業所への⾒学ツアーを⾏わせていた
だきます。実際の作業の様⼦を⾒学した後、場所を移して事業説明や質疑応答などの時間を取ります。
集合場所などの詳細が決まり次第、ご案内となります。定員に限りがありますのであらかじめご了承

ください。※定員の関係で会員の方のみご参加いただけます。

会員限定企画

メンタルヘルスに関する学習会①②
講師︓しえんメンタルヘルスLab.（株） 事業部⻑ ⻄⾢ 翼 ⽒
⽇時︓26年11⽉09⽇18:00〜20:00 会場︓岡山国際交流センター 5F 会議室1
⽇時︓27年03⽉12⽇18:00〜20:00 会場︓岡山国際交流センター 5F 会議室1
昨今話題にもよく上がるメンタルヘルス。あなたの会社ではどのように対応していますか︖
しえんメンタルヘルスLab.（株）⻄⾢事業部⻑から講習をいただきます。単なるストレスチェック
ではなく、自社で活⽤できる学習会です。会員以外の経営者の方の参加も受付予定です。

詳細が決定しましたら同友会ホームページにてご案内いたします。

会費︓未定
定員︓40名

障害者特性・障害者雇用について知る学習会
講師︓ｂｏｎ（株）代表取締役 横⽥ ⼀⾺ ⽒（就労移⾏⽀援事業所オカヤマエール）
⽇時︓12⽉開催予定（調整中） 会場︓オンライン開催（zoom）
障害者雇⽤を始めたり、継続したりするとき、多くの経営上の課題や疑問点が浮かんできます。
「どのような対応と仕組みを作れば良いのか」「どのような⽀援や助成⾦などがあるのか」「どこ
までの相談をどこにしたら良いのか」などなど・・・。本学習会では、事例報告＆講習と質疑応答
などを通して、そんな課題や疑問をクリアにしていきます。ぜひお気軽にご参加ください。

会費︓未定
定員︓40名

★オブザーバーとしてご参加いただけるのは中小企業経営者、事業後継者、取締役以上の幹部社員の方、⾏政・経営⽀援機関・⾦融機関の
職員の方です。会員企業の社員の方も役職に関わらずご参加いただくことが可能です。

★本申込内容は､岡⼭県中小企業家同友会の管理のもとに、参加者名簿・今後のご案内等に活⽤させていただきます｡

お申込み・お問い合わせ

申込みは同友会ホームページの公開行事予定（右記QRコード リンク先）からお願いします。

ご質問やお問合せは岡山県中小企業家同友会までご連絡ください。
（ 086-222-7473 E-mail ： info@okayama.doyu.jp）
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性暴力は、こどもの心身の発達に深刻な影響を及ぼし、断じて許されるものではありません。

こども性暴力防止法では、対象事業者に対して、従事者の性犯罪前科の確認をはじめとする、
こどもへの性暴力を防ぐための取組が義務付けられています。

• 学校 （幼小中高特支、高専、高等専修学校）

• 認可保育所、認定こども園

• 児童養護施設

• 障害児施設 など

義務対象

• 教員、部活動指導員

• 保育士

• 児童指導員

• 児童発達支援管理責任者 など

• 認可外保育施設

• 一時預かり、病児保育

• 放課後児童クラブ

• 学習塾、スポーツクラブ など

• 保育従事者

• 子育て支援員研修等受講者

• 放課後児童支援員

• 塾講師、指導員 など

認定対象

こどもに教育・保育などを提供する事業のうち、次の事業・業務が対象となります。

学校、認可保育所などは、公立・私立を問わず、性暴力を防ぐための取組が義務となります。
それ以外（放課後児童クラブ、学習塾など）は、国が認定をすることで、制度の対象となります。

対象事業

対象業務

制度の対象は？

こども性暴力防止法とは？

令和８年
(2026)

12/25
施行

こども性暴力防止法
による対応がはじまります！

教育・保育などを行う事業者の皆さまへ

制度開始後、対象事業者は、従事者に、

性犯罪前科の有無を確認することが求められます。

性犯罪前科が確認された場合には、性暴力のおそれがあるとの判断の下、

配置転換等の雇用管理上の措置が必要になります。

※ こどもに接する業務に就かせ続けることはできません。

制度開始後のトラブル防止のため、制度開始前から、

採用選考の際、誓約書等で求職者の性犯罪前科の有無を確認
しておいてください。

Point

１

Point

２

Point

３



法で求める体制整備

こどもからの相談窓口の設置、
不適切な行為の検討など、
法で求める取組の準備が
必要です。

就業規則の整備等

就業規則等を整備して従事
者に周知すること、採用選考
時に性犯罪前科を確認する
ことなどが必要です。

いまから着手が必要なこと 施行までに対応が必要なこと※３

12月年内～年明け

ガイドライン
策定

アカウント登録
開始(予定)

法施行

令和７(2025)年度 令和８(2026)年度

GビズID登録

手続はオンラインで行います。
なりすまし防止のため、
GビズID※２の事前取得を
お願いすることになります。

従事者への周知

制度開始に伴い、従事者が
対応すべき事項（性犯罪前科
の確認、研修受講等）の周知
をお願いします。

※１ 令和８(2026)年12月25日以降

※２ デジタル庁発行の事業者向けID。１つのID・パスワードで複数の行政サービスへのログイン・手続が可能となります。

※３ 詳細は、ガイドライン策定後にご案内予定です。

こども性暴力防止法の詳細については、

こども家庭庁ウェブサイトをご覧ください。
こども性暴力防止法 検索

制度の開始後※１、対象事業者には、次の措置が求められます。

• 安全確保措置 ・・・ 被害の早期把握のための面談・アンケート、相談体制の整備 等

• 犯罪事実確認 ・・・ 従事者の性犯罪前科の有無の確認

• 防止措置   ・・・ 性暴力のおそれがあると判断される場合のこどもとの接触回避策 等

• 情報管理措置 ・・・ 性犯罪前科等の情報の適正な管理

特に、性犯罪前科が確認されるなど、性暴力のおそれがあると判断される従事者については、

配置転換等の雇用管理上の措置が必要になるため、制度開始後のトラブル防止の観点から、

就業規則等を整備して従事者に周知しておくこと

採用選考の際に、誓約書等により性犯罪前科の有無を確認しておくこと

等の対応を、制度開始前のいまから事前に行っておくことが重要です。

今後、皆さまにお願いすること

2025年12月作成







 
 
 
 
 
 
 
 

                 【入会対象者 紹介フォーム】 

                  ← 左記の二次元コードから 
紹介企業を入⼒いただけます。 

 
                     
 
 
↓↓↓     以下の内容を記⼊いただき、事務局に提出いただくことも可能です     ↓↓↓ 
 
企業名   氏 名  
役 職   住 所  
アプローチ方法  ☐ 紹介者がする ☐ 紹介者と⽀部会員が一緒にする  ☐ ⽀部会員に任せる 
入会案内  ☐済 ☐資料のみ(説明未了) ☐未了  入会確度 ☐高い ☐中くらい ☐不明 

その他 
情報 

 
分かる範囲

でＯＫ 

業種  
電話番号 ／ FAX 番号  ／  
E-mail アドレス    
参考情報 
(関係性、経営課題、所属
団体等) 

 
 
 
 

 
 
企業名   氏 名  
役 職   住 所  
アプローチ方法  ☐ 紹介者がする ☐ 紹介者と⽀部会員が一緒にする  ☐ ⽀部会員に任せる 
入会案内  ☐済 ☐資料のみ(説明未了) ☐未了  入会確度 ☐高い ☐中くらい ☐不明 

その他 
情報 

 
分かる範囲

でＯＫ 

業種  
電話番号 ／ FAX 番号  ／  
E-mail アドレス    
参考情報 
(関係性、経営課題、所属
団体等) 

 
 
 
 

 

 

ご紹介者 会社名 （  ） 

 お名前 （  ） 

＜同友会事務局＞  
ＦＡＸ︓086-225-3662 
E-mail︓info@okayama.doyu.jp 

※同友会の経営者は取締役以上もしくは後継者を指します。 

ご提供いただきました情報は⼊会活動等を活⽤させていただきます。 



推薦状（兼 経営幹部入会申込書） 
 

すべての記入欄は必須項目です。未記入の項目がある場合は、事務局より確認のご連絡をいたします 
 

■推薦者（会員経営者）記入欄 

記入日 ⻄暦   年  ⽉    日 
☐ 被推薦者は同友会の役には就かないことに同意します。 
☐ 被推薦者の貴会における活動の責任はすべて推薦者である私にあります。 
☐ 被推薦者が幹部としての地位を失った場合、速やかに退会の手続きをとります。 
☐ 推薦者である私自身が退会する場合は被推薦者のみが会に在籍することを避け、会員資格を 

有する後任経営者に会員を引き継ぎます。 
☐ 被推薦者の会費の納入は口座振替を以って行います。 
☐ 初回会費（2 か⽉分、14,000 円）については請求書記載の期日までにお支払いします。 

一旦払い込まれた会費は、退会の期日に関わらず返金を求めません。 
社  名  

氏  名  役  職  

会社所在地 
（〒   ） 
 

会社TEL  会社FAX  
 

  

 

26.06 改 

■被推薦者（入会希望者）記入欄  
フ リ ガ ナ  

社   名 
※推薦者の情報と異なる場合のみ

．．．．．．．
記⼊してください 

 

所 在 地 
連 絡 先 

※推薦者の情報と異なる場合のみ記⼊してください 
〒  
 
 

TEL  FAX  
フ リ ガ ナ  生 年 ⽉ 日 
氏   名  ⻄ 

暦  年  ⽉  日 

役   職  携帯電話  

E - m a i l 
※会からの重要なお知らせに加え災害時の安否確認等の際に必要です。携帯電話のメールアドレスは容量制限等により受信できない場合が 

ありますので、スマートフォンやパソコンで確認できるメールアドレスをご記⼊下さい。 

 

☐ 
岡山県中小企業家同友会規約第 8 条のとおり、私は反社会的勢力ではなく、また反社会的勢力とも関係はな
く、今後もそれに該当しないことを確約します。    本内容に問題ないことを確認し「✔」を付けてださい 

事務局記⼊欄 
受付者 ⽀部 地区 会員台帳 会費台帳   

 
 
 

      

尚、当申込書の登録内容は、会活動において会員名簿やホームページ掲載、行事参加登録、参加者名簿作成、機関紙・チラシの発送データ、その他活
動に必要な場合は資料又はデータとしての配布等に活用します。また、利用目的の範囲内で情報の取り扱いを中同協等に委託する場合があります。 



グルメ
キッチンカーや
人気店が集結！ ハンドメイド

お気に入りが見つかる
マルシェブース！

ワークショップ
子どもも大人も
楽しめる体験！

試合観戦

おいしいものを食べながら
シャルムを応援しよう！

当日13：00～キックオフ当日13：00～キックオフ

10:00
　　-17:0010.25sun

神原スポーツ公園多目的グラウンド
シャルムスタジアム周辺
岡山県高梁市松原町神原 2323-5
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催
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ェシルマ
開催！

シャルム主催の

マルシェは入場無料！
試合観戦には別途チケット（有料）が必要です

※イラストや写真はイメージです　※出店内容は変更になる場合があります

●主　　催 : 吉備国際大学Charme岡山高梁
●企画運営 : サンコー印刷株式会社
●後　　援 : 高梁市／高梁市教育委員会
　　　　　　高梁商工会議所／備北商工会

一般社団法人高梁スポーツクラブ 吉備国際大学Charme岡山高梁  事業推進室（サンコー印刷内）　TEL 0866-93-2121  担当：北山・梶田お問合せ先

詳しくは
特設サイトを
チェック！

◀
イ
ベ
ン
ト
特
設
サ
イ
ト

シャルムイエローハッピープロジェクトの
最新情報をお届け！
◀ 公式 Instagram
＃シャルムイエローハッピープロジェクト
＃吉備国際大学Charme岡山高梁

Fol low us!

シャルム  マルシェ

岡山県中小企業家同友会 会員の皆様へ



シャルムがクラウドフ
ァンディングに挑戦

!
シャルムがクラウドフ

ァンディングに挑戦
!

シャルムがクラウドフ
ァンディングに挑戦

!
シャルムがクラウドフ

ァンディングに挑戦
!

応援よろしくお願いします！

こちらの2次元コードからご支援ください  ▶

吉備国際大学Charme岡山高梁が、
公式アプリで地域とつながる新しい
応援体験を共に創り、女子サッカー
の未来を切り拓きます。

吉備国際大学Charme岡山高梁が、
公式アプリで地域とつながる新しい
応援体験を共に創り、女子サッカー
の未来を切り拓きます。

クラウドファンディング公開中

吉備国際大学Charme岡山高梁は、
岡山県高梁市を拠点に活動する
女子サッカークラブです。
All for SMILE!!～すべては笑顔のために～を
旗印に、地域の皆さまに支えられながら、
なでしこリーグの舞台で挑戦を続けています。
サッカーを通じて子どもたちに夢や希望を届け、
地域を元気にすることを大切にし、
選手・スタッフ・サポーターが一丸となり、
さらなる高みを目指して戦っています。

岡山県高梁市で活動中！

女子サッカーチーム

@charme.yellowhappyproject

みなさんの応援が
チームの力に
なります！
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